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三
月
十
七
日
の
本
会
議
で
、
武
蔵

野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
保
険
法
第
百
十
七
条

の
規
定
に
よ
り
、
三
年
ご
と
に
、
五

年
を
一
期
と
す
る
市
の
介
護
保
険
事

業
計
画
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
改
正
は
、
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
介
護
保
険
料
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。
改
正
に
よ
り
介
護

保
険
料
は
第
一
段
階
か
ら
第
五
段
階

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
月
額
換
算
で
、
千
八

百
五
十
円
、
二
千
七
百
七
十
五
円
、

三
千
七
百
円
、四
千
六
百
二
十
五
円
、

五
千
五
百
五
十
円
と
な
り
ま
す
。
こ

の
条
例
案
は
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
は
、
①
改
定
幅
を
抑

え
る
努
力
に
つ
い
て
②
低
所
得
者
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
③
市
民
の
意
見
の

反
映
に
つ
い
て
④
介
護
保
険
事
業
計

画
の
整
備
目
標
値
に
つ
い
て
等
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
に
あ
た
り
、
日
本
共

産
党
武
蔵
野
市
議
団
の
代
表
が
反
対

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
可
決

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
可
決

三
月
三
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
会

は
、
三
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

開
会
当
日
は
市
長
が
平
成
十
五
年
度
施
政
方

針
演
説
を
行
い
、
三
月
五
日
に
は
、
こ
れ
に
対

す
る
七
人
の
会
派
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
議
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
各

会
計
予
算
な
ど
の
審
議
や
、
武
蔵
野
市
立
松
露

庵
条
例
や
武
蔵
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
中
町
二
丁
目
・
三
井
不
動
産

マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
に
関
す
る
決
議
等
の
議
決
の

ほ
か
、
八
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回

市
議
会
定
例
会

第
１
回

市
議
会
定
例
会

一
般
会
計
五
百
四
十
三
億
円
を
中

心
と
す
る
平
成
十
五
年
度
の
各
会
計

予
算
が
、
三
月
二
十
八
日
の
本
会
議

で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定

し
、
各
種
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
ま

す（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面

に
代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特

別
委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）。

一
般
会
計
予
算
と
四
つ
の
特
別
会

計
及
び
一
つ
の
企
業
会
計
予
算
は
、

三
月
六
日
に
十
四
名
の
委
員
か
ら
な

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
十

七
日
開
会
の
同
委
で
正
副
委
員
長
の

互
選
を
行
い
、
十
八
日
か
ら
実
質
五

日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、
二
十

五
日
の
最
終
日
に
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
平
成

十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
、
下
水
道

事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
・
老
人
保
健（
医
療
）会
計
・
介
護

保
険
事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計（
企
業
会
計
）の
各
予
算

案
に
つ
い
て
、
中
里
予
算
特
別
委
員

長
が
委
員
会
で
の
審
査
経
過
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
報
告
に
対

す
る
質
疑
の
後
、
市
民
の
党
の
代
表

が
反
対
、
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議

団
の
代
表
が
介
護
保
険
事
業
会
計
予

算
に
反
対
、
他
の
予
算
に
賛
成
、
民

主
・
市
民
ネ
ッ
ト
、
市
議
会
市
民
ク

ラ
ブ
、
社
会
民
主
党
・
市
民
会
議
、

市
議
会
公
明
党
、
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

の
五
会
派
の
代
表
が
賛
成
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
起
立
に
よ
る

個
別
採
決
の
結
果
、
各
予
算
は
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
15
年
度
予
算
が
成
立

一
般
会
計
は
543
億
円

平
成
15
年
度
予
算
が
成
立

一
般
会
計
は
543
億
円
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今年度の重点施策は、第一に防
災・防犯両面での市民の安全確保、
第二に耐震性に劣る大野田小学校校
舎改築、第三に住民基本台帳ネット
ワークシステムの適正管理である。
第三期長期計画第二次調整計画の

優先事業は、①在宅介護支援センタ
ー新設等の高齢者福祉の推進、②小
児救急医療体制強化等の子ども施策
の推進、③三鷹立川間連続立体交差
事業や農水省跡地活用等を中心とし
た武蔵境のまちづくりの推進、④吉
祥寺の総合的なまちづくり、⑤環境
施策と緑化推進を行う。
優先事業以外では、①古瀬公園内

茶室開設、②吉祥寺美術館を中心と
した美術活動の推進、③武蔵野地域
自由大学の実施、④一人暮らしのご
み出し困難者に対するふれあい訪問
収集等の特別ごみ収集、⑤タバコの
ポイ捨て・迷惑喫煙防止キャンペー

ンの実施、⑥五日市街道交差点など
の道路整備、⑦路線商業の振興、⑧
交通ネットワークとバリアフリーへ
の取り組み、⑨文化施設の充実、⑩
スポーツ施設の充実、⑪黒水・赤水
対策、⑫歴史資料館構想の具体化、
⑬国際・国内交流事業推進、⑭男女
共同参画推進、⑮市内産農作物の安
全性確保、⑯障害者支援費制度の実
施を行う。
また、職員定数見直し、情報公開

の推進、バランスシートの改善と行
政評価基準の作成、環境への職員の
さらなる意識改革、NPO 団体との
連携推進、第四期基本構想・長期計
画の策定への着手を実施する。
本市の所管事業ではないが、外郭

環状道路、都道調布・保谷線、保健
所再編、桜堤公団建て替えについて
は、その推移を注意深く見守り、市民
の立場に立って必要な行動を行う。

※1「施政方針」
「平成15 年度施政方針並びに基本的
施策」は、武蔵野市役所のホームページ
（http://www.city.musashino.tokyo.jp/）
または市役所 2 階市政資料コーナーで
閲覧することができます。また、市報
3月15日号には要旨が掲載されています。

中
学
校
給
食
の
即
時
実
施
を

代表質問市長の施政方針
土屋　正忠 市長
Masatada Tsuchiya

市民生活の
安全を確保し
未来への礎を

問

市
の
財
政
状
況
を
市
民
に
知
ら
せ

る
際
、
市
税
収
入
と
各
種
基
金
の
残
高

や
減
税
補
て
ん
債
の
償
還
計
画
の
見
通

し
を
比
較
対
照
で
き
る
よ
う
な
情
報
の

提
供
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

減
税
補
て
ん
債
に
つ
い
て
は
今
年

度
の
市
報
特
集
号
で
知
ら
せ
る
予
定
で

あ
る
が
、
基
金
の
残
高
に
つ
い
て
は
予

定
し
て
い
な
い
。

問

市
民
が
納
め
る
国
税
総
額
に
対
す

る
本
市
へ
の
還
元
額
を
独
自
に
試
算
し

て
み
た
結
果
、六
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

都
を
通
じ
て
の
還
元
や
、
例
え
ば

連
続
立
交
事
業
等
に
よ
る
還
元
も
考
え

る
と
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
一
般
的

に
都
市
へ
の
還
元
率
は
低
い
と
思
う
。

問

健
康
増
進
法
が
昨
年
か
ら
施
行
さ

れ
、
国
の「
健
康
日
本
21
」に
対
応
し
て

本
市
で
も
来
年
度
、
武
蔵
野
版
計
画
を

策
定
す
る
が
、
国
・
都
に
対
し
財
源
支

給
の
働
き
か
け
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

当
該
事
業
の
財
源
は
交
付
税
措
置

の
た
め
、
働
き
か
け
は
難
し
い
が
、
目

的
を
重
視
し
事
業
を
実
施
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
選
挙
公
約
の
自

己
採
点
、
行
政
評
価
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
、
三
多
摩
と
都
内
の
警
察
署
・
消
防

署
・
保
健
所
の
設
置
数
の
格
差
、
帰
宅

困
難
者
へ
の
対
応
、
多
重
債
務
者
の
相

談
窓
口
の
設
置
等
、
介
護
保
険
の
公
費

負
担
の
見
直
し
、
療
養
型
病
床
群
の
整

備
拡
充
、
障
害
者
支
援
費
制
度
、
高
額

療
養
費
の
限
度
額
の
設
定
、
住
基
ネ
ッ

ト
の
個
人
情
報
保
護
策
、
子
育
て
や
教

育
の
た
め
の
社
会
づ
く
り
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
、市
民
芸
術
文
化
条
例
制
定
、

ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
連
盟
、
安
心
助
け
合
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
的
な
視
野
に
立
っ
た
財
政
運
営
を

全
体
的
な
視
野
に
立
っ
た
財
政
運
営
を

問

ム
ー
バ
ス
の
三
鷹
地
区
の
路
線
が

開
設
さ
れ
た
と
き
に
、「
乗
り
か
え
て
で

も
ム
ー
バ
ス
で
吉
祥
寺
へ
行
け
る
よ
う

に
つ
な
げ
て
欲
し
い
」と
い
う
声
が
多

く
あ
っ
た
。
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視

点
か
ら
も
、
階
段
の
上
り
お
り
な
し
に

三
鷹
か
ら
吉
祥
寺
へ
行
く
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

直
ち
に
と
は
い
か
な
い
が
、
要
望

と
し
て
承
り
、
今
後
研
究
し
た
い
。

問

在
宅
介
護
支
援
の
た
め
の
居
宅
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
介
護
保
険
の
利
用
料

の
七
パ
ー
セ
ン
ト
助
成
は
新
年
度
も
継

続
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
対
象
サ

ー
ビ
ス
を
ふ
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

対
象
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
も
っ
と
も
な
点
も
あ
る
が
、
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の

三
サ
ー
ビ
ス
で
定
着
し
て
い
る
の
で
、

意
見
と
し
て
承
る
。

問

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
が
本
格
的
に
稼
動
す
る
が
、
今

後
、
今
回
接
続
さ
れ
る
住
民
基
本
台
帳

記
載
の
四
情
報
以
外
を
接
続
す
る
と
い

う
よ
う
に
法
改
正
さ
れ
た
場
合
、
市
長

は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
つ
も
り

か
。

答

こ
れ
以
上
の
情
報
を
接
続
し
よ
う

と
す
れ
ば
、大
問
題
に
な
る
と
考
え
る
。

市
独
自
で
判
断
す
る
問
題
で
は
な
く
、

国
会
で
法
改
正
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か

だ
。こ

の
ほ
か
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

と
同
居
し
て
い
て
も
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
、
市
内
の
公
共
施
設
を
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
見
直

す
必
要
性
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
研
修
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

研
修
の
実
施
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

三
鷹
〜
吉
祥
寺
実
現
を

三
鷹
〜
吉
祥
寺
実
現
を

第 1回定例会の 2日目の 3月 5日、市長の施政方針に対して、
7名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

中
学
校
給
食
の
即
時
実
施
を

問

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
エ
コ

セ
メ
ン
ト
の
事
業
化
、
粗
大
ご
み
処
理

施
設
の
大
規
模
改
修
、
そ
し
て
資
源
化

で
き
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
処

分
を
実
施
し
軌
道
に
乗
れ
ば
、
残
る
は

戸
別
収
集
と
家
庭
ご
み
の
有
料
化
と
考

え
る
。
戸
別
収
集
と
家
庭
ご
み
の
有
料

化
に
対
す
る
考
え
と
日
程
に
つ
い
て
伺

う
。

答

市
長
会
の
目
標
で
あ
る
平
成
十
五

年
度
を
目
標
に
、
今
後
と
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
有
料
化
の
場

合
に
は
、
一
定
量
ま
で
は
無
料
に
す
る

な
ど
、
抑
制
す
れ
ば
お
金
が
か
か
ら
な

い
と
い
う
仕
組
み
を
設
け
な
が
ら
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問

防
災
対
策
の
中
心
課
題
は
、
市
民

の
防
災
意
識
を
い
か
に
高
揚
す
る
か
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

市
民
の
防
災
意
識
高
揚
の
施
策
は

難
し
い
が
、
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
す
る
一
方

で
、
防
災
の
拠
点
と
な
る
小
・
中
学
校

の
耐
震
補
強
、
水
の
確
保
、
災
害
備
蓄

や
耐
震
診
断
等
を
総
合
的
に
進
め
た

い
。

問

子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）の
条
例
の
骨
格
の
一
つ
と
想
定

さ
れ
る
立
入
調
査
権
に
つ
い
て
、
法
が

予
定
し
て
い
る
都
知
事
の
権
限
を
ど
う

本
市
の
条
例
に
取
り
入
れ
る
の
か
。

答

い
わ
ゆ
る
虐
待
防
止
法
で
は
機
能

し
な
い
と
こ
ろ
を
、
条
例
に
よ
っ
て
機

能
さ
せ
る
こ
と
が
趣
旨
で
あ
る
。
措
置

権
を
伴
わ
な
い
立
入
調
査
権
は
、
法
の

主
旨
に
上
乗
せ
を
す
る
も
の
で
あ
り
、

法
理
論
上
十
分
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
際
問
題
へ
の
国
の
対

応
、
主
権
の
概
念
、
本
市
の
都
市
交
流

事
業
の
進
め
方
、
庁
舎
内
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
運
用
、
地
域
医
療
の
整

備
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

与
座
　
武
議
員

（
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ
）

Takeshi  Yoza 決
断
の
時
期
は

決
断
の
時
期
は

赤
松
　
清
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

Kiyoshi  Akamatsu

問

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
制
度
導
入

後
、
低
所
得
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
減

少
す
る
等
、
存
在
意
義
そ
の
も
の
が
問

わ
れ
て
い
る
。
制
度
導
入
三
年
目
の
見

直
し
に
当
た
り
、
①
介
護
給
付
費
の
国

庫
負
担
割
合
引
き
上
げ
を
要
求
す
べ
き

で
は
②
保
険
料
の
据
え
置
き
、
減
免
制

度
創
設
を
求
め
る
が
。

答

①
仕
組
み
の
抜
本
的
な
変
更
は
五

年
目
の
見
直
し
で
検
討
す
べ
き
だ
②
要

介
護
認
定
者
の
急
激
な
増
加
に
よ
り
、

保
険
料
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

減
免
制
度
を
導
入
し
、
減
免
分
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
と
し
て
も
、
繰

り
入
れ
る
基
準
の
設
定
が
問
題
と
な

る
。

問

都
の
進
め
る
暮
ら
し
や
教
育
、
福

祉
の
切
り
捨
て
は
重
大
問
題
だ
。
本
市

議
会
は
、
武
蔵
高
校
定
時
制
や
三
鷹
武

蔵
野
保
健
所
の
統
廃
合
、
都
立
福
祉
施

設
の
民
間
委
譲
な
ど
に
対
し
、
明
確
な

反
対
表
明
を
し
て
き
た
。
市
長
に
よ
る

明
確
な
態
度
表
明
を
求
め
る
が
見
解

は
。

答

切
り
捨
て
で
は
な
く
、
制
度
の
改

廃
と
理
解
す
る
。
都
条
例
制
定
過
程
に

お
い
て
、市
長
会
を
通
じ
て
申
し
入
れ
、

交
渉
し
な
が
ら
緩
和
を
図
っ
て
き
た
。

問

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
〇
・
八

三
は
二
十
六
市
中
最
低
だ
が
対
策
を
伺

う
。

答

地
価
や
家
賃
の
高
さ
が
原
因
で
あ

り
、今
後
さ
ら
に
研
究
す
る
つ
も
り
だ
。

問

イ
ラ
ク
を
め
ぐ
る
事
態
が
緊
迫
し

て
い
る
。
市
と
し
て
国
連
査
察
継
続
、

平
和
的
解
決
を
求
め
、
戦
争
反
対
の
態

度
表
明
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

は
。

答

国
連
で
論
議
中
で
あ
り
、
成
り
行

き
を
見
守
り
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
消
費
税
増
税
、
耐
震
補

強
の
財
政
計
画
、
中
学
校
給
食
、
高
卒

者
の
就
労
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
等

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

据
え
置
き
・
減
免
求
め
る

据
え
置
き
・
減
免
求
め
る

本
間
ま
さ
よ
議
員

（
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
）

Masayo  Homma

5 カ所目のテンミリオンハウスとして
境4丁目に「きんもくせい」がオープン
しました。

5 カ所目のテンミリオンハウスとして
境4丁目に「きんもくせい」がオープン
しました。

た
き
美
世
子
議
員

（
社
会
民
主
党
・
市
民
会
議
）

Miyoko  Taki

問

市
長
の
交
際
費
は
多
額
過
ぎ
て
、

そ
の
内
容
も
社
会
的
政
治
的
に
問
題
が

あ
る
。
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

市
議
会
で
議
決
を
い
た
だ
き
、
目

的
に
沿
っ
て
粛
々
と
執
行
し
て
い
る
。

問

米
英
両
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
が

秒
読
み
の
段
階
だ
が
、
自
治
体
の
長
と

し
て
、
政
府
へ
の
反
対
意
見
書
の
送
付

や
、
両
大
使
館
へ
の
抗
議
等
の
行
動
を

と
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答

平
和
的
解
決
が
望
ま
し
い
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
国
の
施
策
だ
。

問

買
っ
た
土
地
を
活
用
せ
ず
、
利
子

だ
け
を
払
い
つ
づ
け
る
こ
と
は
非
常
に

む
だ
で
あ
る
。
従
来
か
ら
土
地
開
発
公

社
は
、
疑
惑
と
む
だ
の
温
床
で
あ
る
と

し
て
廃
止
を
訴
え
て
き
た
が
、見
解
は
。

答

廃
止
す
る
考
え
は
な
い
。

問

本
年
か
ら
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
本
格
稼
動
さ
れ
る
が
、
個
人

情
報
の
安
全
性
確
保
や
情
報
漏
え
い
の

危
険
性
等
の
理
由
に
よ
り
、
住
基
ネ
ッ

ト
の
切
断
を
行
っ
た
自
治
体
が
出
て
き

た
。本
市
も
早
急
に
離
脱
す
べ
き
で
は
。

答

今
で
も
住
民
票
を
閲
覧
す
れ
ば
、

住
基
ネ
ッ
ト
以
上
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ

と
が
可
能
だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点

か
ら
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
運
営
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
消
費
税
廃
止
を
中
心
と

す
る
減
税
実
施
の
政
府
へ
の
申
し
入

れ
、
市
長
公
用
車
の
廃
止
、
入
札
制
度

改
革
、市
幹
部
職
員
の
天
下
り
見
直
し
、

介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
と
利
用
料
の

助
成
拡
大
、学
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
充
実
、

農
水
省
跡
地
利
用
計
画
に
お
け
る
市
民

参
加
、
外
環
道
路
等
の
大
型
道
路
建
設

中
止
、
中
学
校
給
食
の
実
施
・
プ
レ
ー

パ
ー
ク
開
設
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

山
本
ひ
と
み
議
員

（
市
民
の
党
）

Hitomi  Yamamoto

見
直
し
す
べ
き
で
は

見
直
し
す
べ
き
で
は

問

市
長
選
の
対
立
候
補
者
に
よ
る
チ

ラ
シ
に
よ
れ
ば
、
事
実
と
異
な
る
と
思

わ
れ
る
表
現
が
あ
る
が
、
①
本
市
市
民

は
近
隣
市
に
比
べ
て
五
〇
％
も
多
い
税

金
を
納
め
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る

が
、真
相
は
②
老
・
成
人
健
康
診
断
は
、

三
鷹
市
と
比
べ
て
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
割

高
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
本
当
か
③
市
長

の
多
選
に
つ
い
て
は
批
判
が
あ
る
が
、

弊
害
や
障
害
が
あ
る
の
な
ら
具
体
例
を

あ
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。
市
長
の
見
解

は
。

答

①
チ
ラ
シ
で
う
た
わ
れ
て
い
る
平

成
十
三
年
度
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
関
連
会
社

を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
る
特
別
な
納
税

が
あ
っ
た
。
他
市
比
較
を
す
る
な
ら
例

年
で
の
数
値
を
比
べ
る
べ
き
だ
ろ
う
②

基
本
検
診
の
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
上
部

消
化
管
Ｘ
線
や
眼
科
屈
折
検
査
、
精
密

眼
圧
な
ど
、
中
身
が
圧
倒
的
に
違
う
。

明
ら
か
な
間
違
い
だ
③
改
め
て
自
己
規

制
を
厳
し
く
し
て
い
き
た
い
が
、
市
民

に
判
断
を
任
せ
る
べ
き
問
題
だ
。

問

政
策
目
標
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
市
民
生
活
の
安
全
と
い
う
課
題
に

は
、
防
犯
協
会
や
子
ど
も
を
守
る
家
な

ど
の
活
性
化
や
連
携
体
制
の
確
立
、
町

内
商
店
会
や
隣
組
な
ど
と
の
防
犯
組
織

づ
く
り
等
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答

今
後
、
住
ま
い
の
防
犯
フ
ェ
ア
な

ど
も
含
め
て
、
治
安
、
ま
ち
の
安
全
等

に
つ
い
て
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
市
長
交
際
費
、
子
ど
も

施
策
の
推
進
、
親
子
ふ
れ
あ
い
長
期
自

然
体
験
事
業
、
地
域
で
取
り
組
む
環
境

施
策
と
緑
化
の
推
進
、
緑
被
率
、
緑
地

の
確
保
、
大
木
・
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
２

０
０
０
計
画
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

公
園
づ
く
り
、
歴
史
資
料
館
等
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

中
里
崇
亮
議
員

（
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
）

Suryo  Nakazato 真
相
を
質
す

真
相
を
質
す

事
実
と
異
な
る

選
挙
チ
ラ
シ

事
実
と
異
な
る

選
挙
チ
ラ
シ

市
　
長

交
際
費

市
　
長

交
際
費

ム
ー
バ
ス

路
線
拡
大

ム
ー
バ
ス

路
線
拡
大

ご
み
戸
別

収
集
有
料
化

ご
み
戸
別

収
集
有
料
化

介
　
護

保
険
料

介
　
護

保
険
料

耐震診断の結果、耐震性に問題
のあった大野田小学校校舎の改
築が着々と進んでいます。

耐震診断の結果、耐震性に問題
のあった大野田小学校校舎の改
築が着々と進んでいます。

耐震診断の結果、耐震性に問題
のあった大野田小学校校舎の改
築が着々と進んでいます。

耐震診断の結果、耐震性に問題
のあった大野田小学校校舎の改
築が着々と進んでいます。

耐震診断の結果、耐震性に問題
のあった大野田小学校校舎の改
築が着々と進んでいます。

問

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
議
会

の
意
思
を
無
視
し
て
い
る
。
市
長
は
、

「
中
学
生
の
健
や
か
な
心
身
の
発
達
を

促
す
に
は
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
親
へ

の
思
い
や
り
の
心
が
つ
く
る
信
頼
関
係

が
必
要
」と
言
う
が
、
中
学
校
給
食
に

よ
り
信
頼
関
係
が
阻
害
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。
長
期
計
画
で
の
検
討
事

項
な
ど
と
言
わ
ず
に
、
財
源
の
試
算
な

ど
、
前
向
き
な
取
り
組
み
を
求
め
る
。

答

さ
ま
ざ
ま
な
基
本
論
議
の
必
要
が

あ
り
、
長
期
計
画
策
定
の
過
程
で
議
論

す
べ
き
と
考
え
る
。

問

地
方
分
権
は
、
議
論
を
し
っ
か
り

と
重
ね
、
問
題
点
を
提
示
し
、
前
進
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
分
権
を

進
め
る
た
め
に
は
、
税
源
委
譲
と
地
方

交
付
税
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
国
と
地

方
で
三
対
二
の
財
源
配
分
、
所
得
税
の

一
部
を
住
民
税
に
移
譲
し
一
対
一
に
す

る
こ
と
、
一
括
交
付
金
を
創
設
し
、
地

方
で
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど

し
て
、
効
率
性
を
高
め
、
地
域
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
す

る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

地
方
分
権
改
革
は
進
め
る
べ
き

だ
。
税
の
財
源
移
譲
は
結
構
だ
が
、
都

市
は
単
立
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
都
市

と
地
方
が
互
い
に
助
け
合
う
視
点
を
も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問

保
育
園
等
の
待
機
児
解
消
や
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

育
児
休
業
明
け
の
一
歳
児
が
入
所

し
に
く
い
状
況
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も

含
め
経
営
改
善
に
努
め
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
福
祉
三
計
画
へ
の
市
民

参
加
の
手
法
の
評
価
等
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

松
本
清
治
議
員

（
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
）

Matsumoto  Seiji

【市長が 3月 3日の本会議で行った「※1施政方針」の要旨です】

5 カ所目のテンミリオンハウスとして
境4丁目に「きんもくせい」がオープン
しました。

5 カ所目のテンミリオンハウスとして
境4丁目に「きんもくせい」がオープン
しました。

5 カ所目のテンミリオンハウスとして
境4丁目に「きんもくせい」がオープン
しました。
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市民生活の安全・安心を保障し、市民に元気と活力をもたらす予算
金子　武議員（賛成）

自由民主クラブを代表し、平成 15 年度一般会計・ 4 特別会計予算並びに 1 企業会
計予算に賛成する。本年度は第三期長期計画の仕上げとともに、第四期長期計画の策
定を視野に入れる必要がある。長期不況の中、市民が安全・安心で活力ある生活を営む
ための的確な予算と評価する。特に、職員適正化計画による人件費の削減、基金の活
用と計画的な財政を裏づけとした、耐震を考えての小学校の改築等、投資的経費の拡
大。さらには、庁舎耐震補強設計事業等の、多数の個別事業といった 3点について高
く評価する。要望として、介護保険利用料 7％軽減、子育て支援事業の充実のために
乳幼児医療の無料化及び所得制限の撤廃等をお願いし、本予算に全面的に賛成する。

一方的に地方税制を決める国に是正を求めるべき
たき美世子議員（賛成）

社会民主党・市民会議を代表し、平成 15 年度一般会計・ 4 特別会計予算並びに 1
企業会計予算に賛成する。国は自治体の合意なく減税を行い、本市における減税の影
響額は 50 億円に達する。地方分権や財源の移管どころか逆に市の持ち出しをふやさ
れ、納得できない。国に対して是正を求めることが必要だ。税についての出張講座、
西久保保育園建替補助事業、小児救急医療体制の整備、ごみ出し困難者に対するふれ
あい訪問収集、三鷹駅北口の昇降施設整備等の交通バリアフリー事業、学校図書館の
図書資料の充実については評価する。乳幼児医療費助成の所得制限の撤廃、ふれあい
訪問収集の申請要件の緩和、土曜学校の障害児のための支援体制等を要望する。

「食の安全」など、多くの事業がバランスよく予算化
古林わか子議員（賛成）

民主・市民ネットを代表し、平成 15 年度一般会計・ 4 特別会計予算並びに 1 企業
会計予算に賛成する。民主・市民ネットが第三期長期計画第二次調整計画を策定する
際に策定委員会に提出した要望や市長に提出した予算編成に関する要望が新たに予算
化されている。疑問の残る点もあるが、おおむねバランスのよい予算編成と評価する。
「食」をめぐる研究チームの発足や遺伝子組み換え食品の定性検査が予算化されたこと
は「子どもたちに安全な食品を提供する」という姿勢があらわれている。これを中学校
給食にも生かすよう要望する。また、子ども SOS 支援センター（仮称）の設置に期待
する。ごみ問題については、発生抑制を第一に市民に問題提起すべきと考える。

西久保保育園改築などを評価
本間まさよ議員（介護保険事業会計に反対、その他の会計に賛成）

日本共産党武蔵野市議団を代表し、2003 年度介護保険事業会計予算に反対、一般
会計・その他の特別会計予算並びに 1 企業会計予算に賛成する。中学校給食の実施
や乳幼児医療費助成の所得制限撤廃などが実施されなかったが、西久保保育園建てか
え関係の予算が計上された点、高齢者安心助け合いの見守り制度の実現、三鷹駅昇降
機設置に向けての調査費が予算計上された点、旧都立武蔵野青年の家跡地の公園化や
吉祥寺駅周辺の自転車駐輪場設置なども評価できる。しかし、介護保険事業会計にお
いては保険料の据え置きがなされなかった点、保険料の減免を行わなかった点で反対
する。

キャップ制導入のもと　内部努力で健全な財政状況を維持
与座　武議員（賛成）

市議会市民クラブを代表し、平成 15 年度一般会計・ 4 特別会計予算並びに 1 企業会
計予算に賛成する。3年ぶりのキャップ制復活による厳しい内部努力の結果、健全な財
政状況が維持できている。その一方、第四期長期計画での導入を視野に入れた目標管理
制度の試行、総合的な防災対策の推進、住基ネット外部監査、小児救急医療体制整備、
路線商業活性化支援、文化会館通りの道路景観整備等の重点施策には、限られた財源の
中でも思い切って予算づけしており、めり張りの効いた効率的な行政運営を評価する。
中高年齢者・障害者の地域雇用支援策の充実、教育長の所信表明の導入、マンション紛
争の未然防止等、今後も豊かな市民生活の継続・発展のための努力を要望する。

福祉の拡充、市民負担の軽減が生かされていない予算
大野まさき議員（反対）

市民の党を代表し、一般会計・ 4 特別会計予算並びに 1 企業会計予算に反対する。
厳しい財政環境の中、経費支出の効率化を図るとのことだが、経費節減が適切なもの
になっていない。まちづくり等の大型事業費を継続するよりも、高齢者介護や保育環
境の充実、中学校給食の実施などの子育て支援等の緊急性の高い福祉政策や、景気対
策、市民負担の軽減につながる政策を優先するべきだ。また、キャップ制導入よりも、
入札制度改革、第三者機関による補助金支出の監査、武蔵境や吉祥寺の再開発事業の
見直し、土地開発公社の廃止、市長交際費の大幅削減、市長専用車の見直し、市幹部
職員の外かく団体への天下り廃止等の取り組みを実施するべきである。

時代に即した諸施策計上を評価
赤松　清議員（賛成）

市議会公明党を代表し、平成 15 年度一般会計・ 4 特別会計予算並びに 1 企業会計
予算に賛成する。本予算より、市民・議会・行政で作る第四期基本構想・長期計画策
定に着手する。その予算計上を評価する。41 の新規事業、33 のレベルアップ事業の
うち、福祉・教育関係予算が 80 ％を占め、時代に即した福祉・教育行政の充実とい
う市民のニーズに的確にこたえている。第三期長期計画第二次調整計画の優先事業や
諸施策、それ以外の特徴ある事業の実施、国・都との関連事業の取り組み、経常経費
の抑制等、行財政運営も良好である。厳しい経済状況の中、身近な市政に寄せる市民
の期待は大きい。市民のきょう、あすのため全力で予算執行に当たることを求める。

三
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で
、
七
人
の
議
員
か
ら

予
算
に
対
す
る
賛
否
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ごみ出しが困難な高齢者・身体障
害者のみの世帯を回る「ふれあい
訪問収集」がスタートしました。

主 要 な 事 業
（単位：千円）

●総務費

・農水省食糧倉庫跡地利用施設建設事業
・吉祥寺シアター（仮称）建設事業
・住民基本台帳ネットワークの外部監査
・松露庵開設
・親子ふれあい長期自然体験事業

●民生費

・公立保育園に「涼」環境を創設する
モデル改修事業
・安心助け合いネットワーク事業
・痴呆性高齢者グループホーム整備
促進事業
・心身障害者支援費事業
・子どもSOS支援センター（仮称）の設置
・西久保保育園建替補助事業

●衛生費

・粗大ごみ処理施設の更新工事
・「健康日本 21」に対応する武蔵野版
計画の策定
・小児救急医療運営費補助金
・ごみ出し困難者に対するふれあい

53,625
272,680
10,000
10,000
5,898

21,000
3,500

45,000
881,579
｜※
44,929

897,750

5,000
10,000

1,042
4,587

3,000

2,300

100,000
1,037,758
32,000

80,000

139,000
720,958
5,000
30,168

訪問収集事業
・狭あい道路地域の特別戸別収集事業

●農業費

・安心ファーム事業

●商工費

・中心市街地活性化連絡会

●土木費

・都市計画道路 3・3・14 号線吉祥寺
駅前広場事業
・鉄道連続立体交差事業
・交通バリアフリー事業

●消防費

・境南町市民防災公園（仮称）整備工事

●教育費

・小中学校耐震補強事業
・大野田小学校校舎改築事業
・全国自然活用教育推進大会（仮称）の実施
・武蔵野地域自由大学

●
審査した特別委員

平成 15 年度予算審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。

◎中里　崇亮 ○松本　清治
大野まさき 与座　　武
小林　清章 梶　　雅子
古林わか子 たき美世子
本間まさよ 石井　一徳
金子　　武 山下　倫一
赤松　　清 水野　　学
◎印：委員長　　○印：副委員長

中里 崇亮
予算特別委員長

3 月 28 日の本会議で、平成 15年度一般会計予算、下水道事業・国民健康保険事業・老人

保健（医療）・介護保険事業の各特別会計予算及び水道事業会計予算がいずれも賛成多数で

可決されました。予算審査は、3月 6日、委員 14名からなる予算特別委員会を設置し、同

月 17 日に正副委員長を選出、25 日まで実質 5日間で行われました。一般会計は、543 億

円で、前年度比 1億円の増（0.2 ％増）となり、歳入の根幹をなす市税収入は法人市民税の

増収などから、前年度比 1.9 ％増となりました。景気低迷の続く中、本予算は「厳しい財政

環境の中で第三期長期計画第二次調整計画の諸事業に着実に取り組む予算」と位置づけられ

ています。以下は各委員から予算執行と財政運営について活発な論議が行われた予算特別

委員会の審査概要です。

問

本
市
の
税
率
が
他
市
に
比
べ
高
い

と
思
っ
て
い
る
市
民
が
い
る
。
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答

税
率
が
同
じ
で
あ
る
市
税
に
つ
い

て
理
解
を
得
る
た
め
、
十
五
年
度
か
ら

職
員
に
よ
る
出
張
講
座
を
行
う
。
市
報

に
は
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
。

問

予
算
編
成
に
キ
ャ
ッ
プ
制
を
導
入

し
た
理
由
は
。

答

経
常
経
費
を
削
減
す
る
た
め
に
行

っ
た
。

問

優
先
事
業
で
あ
る
武
蔵
境
や
吉
祥

寺
の
再
開
発
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
て
投
資
的
経
費
の
見
直
し
は

で
き
な
い
か
。

答

ま
ち
の
再
開
発
は
、
一
挙
に
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
計
画
的
に
行
う
も

の
だ
。
不
況
等
に
よ
り
、
財
源
的
な
影

響
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
が
、
着
実
に

進
め
た
い
。

問

本
市
で
は
借
金
を
含
め
ど
の
よ
う

な
財
政
状
況
な
の
か
。

答

一
般
会
計
に
か
か
る
債
務
の
累
計

は
二
百
七
十
億
円
、
債
務
保
証
し
て
い

る
土
地
開
発
公
社
分
が
百
四
十
億
円
あ

る
が
、一
方
で
基
金
が
二
百
億
円
あ
り
、

そ
の
差
は
税
収
の
一
年
分
に
満
た
ず
、
財

政
状
況
は
健
全
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
の

も
の
で
、
今
後
、
訪
問
調
査
等
の
権

限
確
保
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
職
員
研
修
等
が
必
要
だ
。

問

障
害
者
支
援
費
制
度
導
入
で
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
来
さ
な
い
か
。

答

障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
現
行

ど
お
り
か
、
若
干
上
回
る
見
込
み
だ
。

問

安
心
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
内
容
を
伺
う
。

答

地
域
社
協
の「
見
守
り
連
絡
員
」

が
、
高
齢
者
を
訪
ね
、
異
常
が
あ
る

場
合
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
し
事
故
防
止
に
当
た
る
。

問

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
、
所
得
制
限
撤
廃
を
求
め
る
。

答

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
都
の
制

度
で
、
給
付
に
差
が
つ
か
な
い
よ
う

三
多
摩
各
市
で
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

問

市
債
が
十
七
億
七
千
七
百
万
円
強

増
額
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
所
見

を
伺
う
。

答

起
債
は
投
資
的
経
費
に
対
し
て
行

う
も
の
で
あ
り
、
十
五
年
度
は
投
資
的

経
費
が
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
、
そ
れ

に
伴
い
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
適
債

事
業
で
あ
れ
ば
、
世
代
間
の
負
担
の
公

平
性
を
図
る
観
点
か
ら
起
債
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

問

都
市
計
画
税
の
減
税
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

答

三
多
摩
で
一
番
低
い
税
率
で
あ

り
、
こ
れ
で
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問

公
共
料
金
の
値
上
げ
は
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
か
。

答

使
用
料
・
手
数
料
の
改
定
は
見
込

ん
で
い
な
い
。

問

大
野
田
小
の
建
て
か
え
で
の
い
わ

ゆ
る
シ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
対
策
を
伺
う
。

答

有
機
系
化
学
物
質
不
使
用
の
材
料

を
選
定
し
、種
々
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

問

大
野
田
小
の
耐
震
面
で
の
特
色
は
。

答

通
常
の
一
・
二
五
倍
の
耐
震
力

で
、
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
も
使
用

す
る
。

問

パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
情
報
教
育
を

進
め
る
上
で
重
視
し
て
い
る
点
は
。

答

ハ
イ
テ
ク
被
害
に
注
意
し
、
情
報

モ
ラ
ル
や
情
報
活
用
能
力
を
育
て
た
い
。

問

独
自
の
三
十
人
学
級
実
現
を
望
む
。

答

国
や
都
の
方
針
に
準
じ
た
い
。

問

中
学
校
給
食
導
入
を
強
く
望
む
。

答

長
期
計
画
の
中
で
議
論
し
た
い
。

問

幼
保
一
元
化
に
対
す
る
見
解
は
。

答

幼
稚
園
の
教
育
機
能
、
保
育
園
の

養
護
機
能
の
一
元
化
は
よ
い
と
考
え
る
。

問

プ
レ
・
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

答

四
年
生
が
二
泊
三
日
で
行
う
も

の
。
四
校
で
試
行
す
る
が
、
十
七
年
度

か
ら
は
全
校
で
実
施
す
る
予
定
だ
。

問

介
護
保
険
の
制
度
改
善
に
向
け
国

へ
の
提
言
を
求
め
る
。

答

介
護
保
険
は
、
保
険
制
度
に
な
じ

ま
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
低
所
得
者

の
負
担
感
が
き
つ
い
点
な
ど
、
今
後
も

問
題
提
起
し
た
い
。

問

五
年
後
の
見
直
し
に
向
け
た
実
態

調
査
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

答

被
保
険
者
等
の
実
態
調
査
を
行

い
、
現
制
度
の
問
題
点
を
検
証
す
る
。

問

介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
へ
の
影
響
を
伺
う
。

答

報
酬
単
価
が
上
が
る
も
の
と
下
が

る
も
の
が
あ
り
、
自
己
負
担
額
へ
の
影

響
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
異
な
る
。

問

老
・
成
人
健
診
の
検
診
項
目
と
平

均
単
価
は
三
鷹
市
と
比
較
す
る
と
ど
う

な
の
か
。

答

一
人
当
た
り
の
平
均
単
価
は
本
市

の
方
が
一
万
円
ほ
ど
高
い
が
、
三
鷹
市

で
実
施
し
て
い
な
い
検
査
項
目
の
費
用

の
合
計
だ
け
で
も
約
二
万
一
千
円
に
な

る
。
本
市
の
健
診
は
非
常
に
精
度
が
高

く
範
囲
も
広
い
内
容
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問

ご
み
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
収
集
事
業

は
要
介
護
度
二
以
上
と
い
う
要
件
が
あ

る
が
、
要
介
護
度
一
の
人
も
実
情
に
応

じ
て
認
め
て
は
ど
う
か
。

答

収
集
体
制
の
関
係
も
あ
る
た
め
、

実
施
し
な
が
ら
よ
く
研
究
し
て
い
き
た

い
。

問

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽
子

は
も
っ
と
積
極
的
に
市
内
を
回
っ
て
、

販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
の
桜
ま
つ
り
や
青
空
市
等
の
イ

ベ
ン
ト
、
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ジ
オ
等
に
出
店
し
て
お

り
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問

農
産
物
、
土
壌
の
残
留
農
薬
検
査

の
実
施
方
法
を
伺
う
。

答

市
内
農
業
者
が
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
環

境
管
理
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
行
う
。

問

消
費
者
ル
ー
ム
の
利
用
状
況
は
。

答

会
議
室
、
図
書
の
貸
し
出
し
等
を

し
て
お
り
、
十
四
年
度
は
相
談
件
数
が

一
千
件
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

商
　
工
　
費

麦
わ
ら
帽
子

の
活
躍
に
期
待

ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ

歳　入 
54,300,000  　  

人口一人当たり 412,379円 
一世帯当たり 818,980円 

市　税 
35,001,001 
64.5%

国庫支出金 
3,790,062  
7.0%

歳　出 
54,300,000  　  

人口一人当たり 412,379円
一世帯当たり 818,980円 

民生費 
16,294,178  
30.0%

総務費 
9,166,979  
16.9%

土木費 
7,318,410  
13.5%

教育費 
6,247,341  
11.5%

衛生費 
6,132,497  
11.3%都支出金 

3,284,643  6.0%

市債 
 2,921,100 5.4% 
繰入金 
 2,531,126 4.7% 
地方消費税交付金 
 1,647,000 3.0% 
使用料及び手数料 
 1,315,420 2.4% 
地方特例交付金  
1,300,000 2.4% 
繰越金  
 700,000 1.3% 
諸収入 
 585,239 1.1%

分担金及び負担金 
利 子 割 交 付 金  
地 方 譲 与 税  
自動車取得税交付金 
財 産 収 入  
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
寄 附 金  
特別地方消費税交付金 

313,812  0.6% 
260,000  0.5% 
238,000  0.4% 
238,000  0.4% 
106,487  0.2% 
48,000  0.1% 
20,000  0.0% 
100  0.0% 
10  0.0%

公 債 費  
消 防 費  
諸支出金 

3,432,374  6.3% 
2,397,757  4.4% 
2,095,039  3.9%

商工費 
議会費 
予備費 
農業費 
労働費 

519,173  0.9% 
493,111  0.9% 
100,000  0.2% 
53,099  0.1% 
50,042  0.1%

平成15年1月1日現在 
人口 131,675 人 
世帯 66,302 世帯 

（単位：千円） 

平成15 年度一般会計歳入歳出予算構成図

総
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市
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わ
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り
や
す
い
説
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を

衛
　
生
　
費

老
・
成
人
健
診
、三
鷹

市
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比
べ
高
い
か

教
　
育
　
費

安
全
性
は

大
野
田
小
の

建
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か
え

介
護
保
険
事
業
会
計

制
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改
善
に
向
け
、

国
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提
言
を

問

三
鷹
・
吉
祥
寺
間
を
結
ぶ
ム
ー
バ

ス
を
開
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

る
が
、
所
見
は
。

答

要
望
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あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
ル
ー
ト
等
は
今
後
の
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だ
。

問

吉
祥
寺
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い

て
、
基
本
構
想
の
検
討
に
は
地
元
住
民

も
参
加
す
る
の
か
。

答

基
礎
的
な
調
査
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
段
階
で
は
な
い
。

問

吉
祥
寺
で
は
放
置
自
転
車
が
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え

て
き
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が
、
今
後
の
対
策
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。
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去
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数
の
増
や
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、
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駐
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。
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舗
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駐
車
場
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が
、
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隣
に
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駐
車
場
を
つ
く
る

と
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い
て
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る
。

問

成
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延
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の
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組
み
を
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う
。
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付
近
の
環
境
を
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な
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な
い
よ
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、地
下
案
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。
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防
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蓄
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。
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整
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る
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場
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つ
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。
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、
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。
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こ
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で
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。
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グ
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の
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。

答

ま
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の
イ
メ
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を
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に
し
、

ま
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く
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の
方
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を
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論
す
る
。

問

ブ
ル
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キ
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ッ
プ
の
活
動
状
況
は
。

答

悪
質
ス
カ
ウ
ト
の
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に
対
し
妨
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に
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せ
ず
積
極
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に
巡
回
し
て
い
る
。

問
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で
手
作
り
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し
い
食
卓
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ペ
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ン
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詳
細
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う
。

答

子
ど
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を
取
り
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食
環
境
を
調

査
し
、市
民
に
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題
提
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す
る
も
の
だ
。

問

市
長
交
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が
多
過
ぎ
る
の
で
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。

答

本
市
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活
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市
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活
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を
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。
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等
の
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。

問
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。
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の
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方
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こ
と
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こ
と
と
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る
。
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地域子ども館「あそべえ」
運営は順調か

金子　武議員

第 1 回定例会で、3 日目の 3 月 6 日、市政全般について 8 名の議員
から一般質問が行われました。この中から質問項目を要約して掲載しま
す。詳しくは、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所の市政
資料コーナーに置いてある会議録（6月初旬発行予定）、または武蔵野
市議会ホームページの会議録検索（第 1回定例会分は 5月 21 日登録
予定）でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に
対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。

詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます

http://kensakusv.city.musashino.tokyo.jp/kaigiroku/

平成 14年 4月 1日から同 15年 3月 31日までの
議員出席表がまとまりました。
議員は、表に記載してある会議のほかに議会外
活動として各種の委員を兼ねています。また、正
副議長も各委員会等に随時出席していますが、出
席表には記載してありません。
表中、議運は議会運営委員会、議会報は議会報

運営委員会、鉄農は、鉄道対策・農水省跡地利用
特別委員会、外環は外環道路反対特別委員会、決
算は平成 13 年度決算特別委員会、予算は平成 15
年度予算特別委員会の略称です。
平成 14 年 6 月に委員会の改選があったため、
所属委員会が変わった議員がいます。

議員出席表
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田中　節男 

井口　良美 
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小川将二郎 

露木　正司 

新井くみ子 

中里　崇亮 

石井　一徳 

金子　　武 

山下　倫一 

寺山光一郎 

桜井　和実 

赤松　　清 

水野　　学 

17 

17 

17 

17 

 

17 

16 

17 

17 

17 

17 

17 

 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

16 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17

0 

0 

0 

0 

 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

 

 

1 

 

 

1 

8 

9 

 

1 

 

 

 

8 

9 

 

 

 

 

 

1 

 

1 

 

 

 

8 

8 

1 

8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

8 

8 

 

8 

 

 

8 

 

8 

1 

8 

 

 

 

 

 

8 

 

9 

 

 

 

 

9 

9 

1 

 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

1 

8 

 

8 

 

8 

1 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

8 

9 

9 

 

8 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

16 

15 

3 

 

 

18 

 

 

 

3 

 

 

19 

 

3 

19 

 

19 

 

 

3 

 

16 

 

16 

 

 

 

19

11 

 

 

11 

 

 

 

1 

 

 

12 

12 

 

11 

 

 

 

 

11 

 

 

 

1 

 

 

1 

11 

12 

12 

1

8 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

8 

 

7 

8 

8 

8 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

5 

 

5 

5 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

5 

 

5 

 

5 

 

 

5

5 

 

 

5 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

5 

 

5 

5 

 

 

 

5 

5 

5 

 

 

 

5 

 

5 

 

6 

 

6 

 

 

6 

6 

 

6 

 

6 

 

 

 

 

 

6 

 

6 

 

 

 

6 

6 

6 

6 

 

 

6 

6

57 

43 

53 

53 

 

33 

56 

33 

37 

32 

48 

45 

 

70 

27 

42 

70 

35 

71 

27 

40 

34 

44 

48 

38 

50 

47 

38 

50 

57

 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

 

2 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 昨年 10 月、三小、井之頭小、境南小
の 3校に、地域子ども館「あそべえ」がオー
プンした。子どもたちの仲間づくりや、遊
び場の提供をするものとして高く評価する
が、① 3館の利用状況を伺う②学童クラブ
との関係は③今後の運営について所見は。
答 ① 1 日平均 33.7 人となっており、上
級生と下級生の交流など、充実した活動が
行われている②スムーズな交流があり、放
課後の過ごし方がふえたと喜ばれている③
校庭開放や図書館開放とも統合した、一回
り大きな運営を予定している。
このほか、ベビーボーナス、市長選立候
補者の主張についての質問がありました。

中学校給食
今こそ検討の時期

田辺あき子議員
問 子どもたちの健全育成のため、中学校
給食に関する議論をすべき時が来ている。
牛乳給食の見直し、スープ給食の検討、昼
食時間の拡大などに対する市の見解及び、
食に関する実態調査実施の考えを伺う。
答 第四期基本構想・長期計画の中で議論し、
食に関する実態調査も時に応じて行いたい。
問 性同一性障害に配慮し、印鑑証明書、
選挙用投票入場はがき等の行政文書は、性
別記載欄をできる限り削除できないのか。
答 選挙人名簿への記載は法律上の義務。
印鑑登録証明も、今は変更する考えはない。
このほか、西部地域への子育て支援施設

の設置等についての質問がありました。

「わかる」授業の推進を
求む

忠地幸寿議員
問 新学習指導要領や完全学校週 5日制の
導入により、学校教育は変わろうとしてい
るが、低学年から勉強がわからなくなり、
学校へ行かなくなる児童がいると聞く。わ
かる授業を進めるためにも、少人数学級の
取り組みが必要と考えるが所見は。
答 学習が確実に身につくよう、少人数指
導やチーム・ティーチング等に加えて、習
熟度別指導も視野に入れた学習の充実を図
っている。国や都からの少人数指導の加配
教員や、市独自の時間講師でも対応したい。
このほか、保湿力のあるまちづくり、ム
ーバスのネットワーク化、高齢者の生きが
い対策などの質問がありました。

化学物質から子どもを
守る環境づくりを

古林わか子議員
問 アレルギー症状を持つ子どもが増加し
ている。子どもが 1 日の大半を過ごす学校
の室内環境の安全を守るため、アレルギー
の原因とされる化学物質を教室から排除し
ていく必要があると考えるが、①大野田小
学校改築ではどのような対応を予定してい
るのか②子どもが出入りする公共施設でも、
室内化学物質の測定をするべきではないか。
答 ①有機系の化学溶剤を用いない無垢な
建材を発注仕様書で指定する等、配慮した
い② 15 年度は、公立保育園等にも学校環境
衛生基準に基づく空気の検査を行う予定だ。
このほか、本市における学校選択制の導

入などについての質問がありました。

市民の安全を第一に
山本敏男議員

問 吉祥寺駅東口の客引きが激減したこと
は評価したい。一方で吉祥寺サンロード入
口付近では、スカウトマンが多く見られる
が、実態の把握や対策を伺う。
答 ブルーキャップの活動について時間帯
を含めて検討したい。また、警察と常時連
絡をとりながら取り組んでいきたい。
問 ホワイトイーグルが、市内の施設を巡
回パトロール中に不審者情報を受けた場
合、どのように対処しているのか。
答 1 時間程度、施設周辺を警戒し、さら
に 1週間程度、周辺の巡回に当たる。
このほか、昨年度及び今年度の生活安全
計画についての質問がありました。

ノーマライゼーション
社会の実現を

小林清章議員
問 武蔵野市交通バリアフリー基本構想の
発表の時期や国等への送付時期はいつ頃か。
また、吉祥寺駅及び三鷹駅北口のエレベー
ター、下りエスカレーターの設置見通しは。
答 構想は 4 月中には公表、送付したい。
鉄道事業者はエレベーター・エスカレータ
ーを平成 18 年度までに設置の予定である。
問 この 4 月に 4 年生となる障害児の親た
ちが、自主的に障害児学童クラブ活動を行
うための場所の提供を求めている。学校の
余裕教室等、市の施設を提供できないか。
答 学校施設は学校教育活動の専用施設で
あり、任意の団体に継続的に貸し出すこと
は、責任上もあり得ない。

安心して
子育てのできるまちへ

梶　雅子議員
問 自治体独自の施策として、乳幼児医療
費助成における所得制限の緩和が各地で進
んでいる。しかし本市では、多くの親たち
が切実に願っているにもかかわらず、何の
緩和策も取られていない。所得制限の撤廃
を求めるが市長の見解は。
答 都の制度であり、撤廃の考えはない。
問 失業率増などを背景に、就学援助費の
受給者がふえているが、世帯主の失業時な
どは、年度途中から支給することは可能か。
答 急なリストラなど、収入が激減したケ
ース等については、弾力的に運用している。
このほか、入院時における食事の標準負
担額助成についての質問がありました。

中学校給食の
検討内容を問う

新井くみ子議員
問 長年の中学校給食実施要求に対し、市
はいまだ検討するという姿勢にとどまるが、
これまで検討した内容と試算金額を伺う。
答 長期計画の検討事項としてアンケート
調査等を行った。積算金額は 3億円程度だ。
問 談合防止として、業者間の顔ぶれがわ
からないよう郵送で入札受付をすべきでは。
答 郵送は考えていないが、電子入札等に
ついては都と一緒に研究している。
問 図書館長を公募した理由を伺う。
答 現在の館長の定年に伴い、広く人材を
求めて識見のある方を得るために行った。
このほか、図書館の学習スペースの対応

などについての質問がありました。

4月6日、吉祥寺本町3丁目にオープンした吉祥寺西公園は、周辺住民へのアン
ケート結果などから公園としての土地利用が決定され、施設配置やデザインに
ついて、策定委員と公募市民がワークショップで話し合いながらつくられました。

旧古瀬邸が老朽化に伴う全面改修を終え、本格的な茶室をも
つ松露庵として新装オープンしました。茶道、華道、句会な
ど日本の伝統文化の様々な活動の場として期待されます。

JR中央線連続立体交差事業による武蔵境仮駅舎への切りかえ
に伴い、3月21日に仮駅舎では全国で初めてとなるエレベー
ターが、29日にはエスカレーターが設置されました。

「ポイ捨て・迷惑喫煙防止キャンペーン」が 2月 23 ～ 26 日、吉祥
寺・三鷹・武蔵境の 3 駅前で実施され、市民団体や市職員などがま
ちの美化と喫煙マナー向上を訴えるとともに、路上清掃を行いました。

本委員会は、高架複々線問題の解決、高架下に
付随する問題の解決、農林水産省食糧倉庫跡地の
利用計画など、設置目的の解決に向け鋭意努力を
重ねてきた。
高架複々線問題・高架下に付随する問題につい
ては、その解決に向けて、仮線工事が着々と進行
する中、平成 14 年 12 月には東京都と JR 東日本
から武蔵境新駅舎のデザイン（案）が提示されるな
ど、事業が大きく進展した。
農林水産省食糧倉庫跡地の利用については、平

成 13 年 3 月に設置された新公共施設基本計画策
定委員会が、跡地の南側半分に建設される公共施
設について、市民ヒアリングを実施しながら検討
を進め、本委員会は平成 14 年 4 月に策定委員会
委員との意見交換会を実施した。また、全国各地
の先進的な複合施設、図書館等を視察して新公共
施設について検討を行い、「農水省跡地利用に関す
る陳情」、ほか 1 件、及び平成 14 年 12 月に提出
された 2 件、計 4 件の陳情審査を行った。平成
15 年 2 月には策定委員会から「新公共施設基本計
画策定委員会報告書」が市長に答申された。
このような状況の中、高架複々線問題・高架下
に付随する問題については武蔵境駅仮駅舎も完成
し、平成 18 年度完成を目標に工事が着々と整備

されており、今後も事業の進捗を見守っていく必
要がある。また、農林水産省食糧倉庫跡地の利用
については、具体化に向けさらに検討を重ね、今
後とも動向を見極める必要がある。

2特別委員会最終報告

（14.4.1 ～ 15.3.31）

▲ JR から提示された武蔵境駅デザイン案（北口から見た駅舎）

鉄道対策・農水省跡地利用
特別委員会報告

昭和 41 年、外かく環状道路についての建設計
画が発表された。本市においては、市内東部地区
を南北に横断する延長約1.4キロメートルが該当
するため、住民の生活環境に重大な影響を及ぼす
として、昭和 42 年に特別委員会を設置して以来、
30 数年余り、外環道路計画白紙撤回を主軸に反
対運動を進めてきた。
今議会においても、本道路の建設計画に反対す
るため、平成 11 年 6 月 16 日に特別委員会を設置。
さらに、平成 13 年 6 月には設置期限を平成 15 年
3 月定例会最終日まで延長し、積極的な運動を展
開してきた。

その間、国土交通大臣や都知事による現地視察
が行われ、平成 13 年 4 月に、国、都より「東京外
かく環状道路（関越道～東名高速間）の計画のたた
き台」が提出された。8 月には、国、都より高速
道路で全国初の PI（パブリック・インボルブメン
ト）方式を採用した協議会の設置が提案され、平
成 14 年 6 月に PI 外環沿線協議会が発足した。こ
れにより、多くの住民の意見を聞く場が設けられ、
意見交換が進みつつある。一方、平成 15 年 1 月
に、国、都より大深度地下利用法の適用方針が示
され、地下方式での建設が提案された。これは、
地下案は 1 つの案にすぎないとしているものの、
計画に対する地元住民の十分な理解が得られない
まま、提案されたものである。
このような状況下で、今後も外環道路建設計画
の動向を見据えつつ、地元住民の意見を尊重し、計

画の見直しを求める必要があるため、「新議会での
外環道路反対特別委員会設置に関する陳情」を全
会一致で採択し、活動を継続するよう要望する。

▲平成13年1月、反対派住民が見守る中、扇国土交通大臣が現地を視察

外環道路反対特別委員会
次期議会でも設置を

外環道路反対特別委員会と鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会は平成15年 3月定例会最終日までを
設置期限として、それぞれ外かく環状道路問題、三鷹・立川間連続立体交差事業及び農水省跡地利用問
題の審査を続けてきたが、3月 28日の本会議でこれまでの活動の報告を行った。鉄道対策・農水省跡
地利用特別委員会は継続審査案件もあり、平成15年 4月末日まで設置期限を延長することとなった。
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永年勤続議員表彰
2 月 13 日開催の東京都市議会議員研修会において、

東京都市議会議長会より永年勤続議員として次の議員が
表彰され、その伝達式が 3月 3日の本会議で行われま
した。

●15年以上勤続 本間まさよ 中里　崇亮

●7年以上勤続 河原しゅう 古林わか子
忠地　幸寿 露木　正司

第1回定例会
【市長提出議案（26件）】

●武蔵野市職員定数条例の一部を改正する条例 ……………………………………可決（全会一致）

●武蔵野市個人情報保護条例の一部を改正する条例 ………………………………可決（全会一致）

※市が保有する個人情報の管理強化のため、外部の団体による監査制度を設けるもの

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ……………可決（全会一致）
※一般職の職員の給与改定（住居手当の減額を含み2.05％引き下げ）を行うもの

●武蔵野市国民年金印紙調達基金条例を廃止する条例 ……………………………可決（全会一致）
※国民年金保険料収納事務の国への移管により基金を廃止するもの

●武蔵野市立松露庵条例 ………………………………………………………………可決（全会一致）
※茶会等の伝統文化に親しむ場として武蔵野市立松露庵（桜堤1-4-22）を開設するため

●武蔵野市福祉サービス利用料条例の一部を改正する条例 ………………………可決（賛成多数）
※高齢者緊急通報システム事業ほか2事業の有料化と居宅介護サービスの利用料改定を行うもの

●武蔵野市立特別養護老人ホーム条例の一部を改正する条例 ……………………可決（賛成多数）

●武蔵野市立老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例 ……………可決（賛成多数）

●武蔵野市心身障害者福祉手当条例の一部を改正する条例 ………………………可決（賛成多数）

●武蔵野市難病者福祉手当条例の一部を改正する条例 ……………………………可決（賛成多数）

●武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例 ……………………………………可決（賛成多数）

●武蔵野市給水条例の一部を改正する条例 …………………………………………可決（全会一致）
※水道法の一部を改正する法律等の施行に伴い、貯水槽水道に関する規定を設けるもの

●平成14年度武蔵野市一般会計補正予算（第4回）………………………………可決（全会一致）
※基金への積み立て、公園用地の購入等を内容とするもの

●平成14年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第1回）………………………可決（全会一致）

●平成14年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第2回）………………可決（全会一致）

●平成14年度武蔵野市老人保健（医療）会計補正予算（第2回）…………………可決（全会一致）

●平成14年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第1回）……………………可決（全会一致）

●平成15年度武蔵野市一般会計予算 ………………………………………………可決（賛成多数）

●平成15年度武蔵野市下水道事業会計予算 ………………………………………可決（賛成多数）

●平成15年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算 ………………………………可決（賛成多数）

●平成15年度武蔵野市老人保健（医療）会計予算 …………………………………可決（賛成多数）

●平成15年度武蔵野市介護保険事業会計予算 ……………………………………可決（賛成多数）

●平成15年度武蔵野市水道事業会計予算 …………………………………………可決（賛成多数）

●平成15年 3月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例…………可決（賛成多数）

●平成15年 3月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例…可決（賛成多数）

●平成15年 3月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例……可決（全会一致）

【議員提出議案（5件）】

●議員提出議案第1号　固定資産税における償却資産に関する意見書…………可決（全会一致）

●議員提出議案第2号　イラク問題と平和に関する意見書………………………可決（全会一致）

●議員提出議案第3号　患者負担増の凍結・見直しに関する意見書……………可決（全会一致）

●議員提出議案第4号　中町2丁目・三井不動産マンション計画に関する決議…可決（全会一致）

●議員提出議案第5号　イラクへの軍事行動即時中止と、国連による平和的解決に関する意見書…可決（賛成多数）

第１回定例会で可決された意見書・決議は５件で、
意見書については政府へ提出しました。
その要旨は次のとおりです。
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挙
げ
て

行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

（
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
あ
て
）

中
町
二
丁
目
・
三
井
不
動
産

マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
に
関
す
る
決
議

指
導
要
綱
は
、
建
築
基
準
法
だ
け
で

は
達
成
で
き
な
い
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
本

市
で
は
法
令
で
定
め
る
手
続
の
前
に
市

長
に
申
し
出
て
審
査
、
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
井
不
動
産
は
指

導
要
綱
の
手
続
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
民

間
の
指
定
確
認
検
査
機
関
に
建
築
確
認

を
申
請
し
確
認
を
受
け
た
。
こ
の
行
為

は
要
綱
制
定
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ

り
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

よ
っ
て
次
の
事
項
を
、
三
井
不
動
産

に
対
し
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
周
辺
環
境
と
調
和
を
図
り
、
防
災

上
・
避
難
上
等
の
安
全
性
を
確
保

し
た
計
画
と
な
る
よ
う
配
慮
し
、

近
隣
住
民
と
誠
意
を
も
っ
て
話
し

合
い
を
進
め
理
解
を
求
め
る
こ

と
。

二
、
指
導
要
綱
の
成
果
や
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
き
た
役
割
を
踏
ま

え
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
円

滑
な
推
進
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ

う
、
指
導
要
綱
を
適
正
か
つ
厳
正

に
遵
守
す
る
こ
と
。

●議会傍聴においでください●

傍聴は誰でも自由にできますのでお気軽におこしください。
定例会の開会月は3、6、9、12月です。市議会定例会の傍聴を希
望される方は、当日、市役所 8階の議場入口前の傍聴受付で、所
定の手続きを行ってください。傍聴席は一般席のほか、車椅子を
使用される方のための席もございます。委員会の傍聴を希望され
る方は、当日、市役所 7階の議会事務局で傍聴受付簿に住所・氏
名等を記入してください。委員会に諮った後、傍聴できます。な
お委員会の傍聴席は30席です。お問い合わせは市議会事務局へ。
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